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ジャガイモ芽出し作業 井上　克幸（雲仙市）

撮影場所：南島原市加津佐町

　ジャガイモ畑の畝を覆ったマルチに光が反射している情景をうまく捉え、奥行き

のある写真となっている。

　一面に拡がるマルチの中で、膨らみ始めた芽をひとつひとつ外に出す作業の大変

さが理解でき、ジャガイモ産地である長崎らしさがよく表現された作品である。

コンテストの目的
　農業・農村は安全で安心な食料を供給するとともに、豊かな自然環境や美しい景観の保全・形成、伝
統文化の継承などの多面的機能を有しています。しかし、高齢化等により農村地域の活性化を図ること
が、地域の農家だけでは困難な状況となっています。そのため、地域の非農家や都市住民の方に、食料の
源である農業の重要性と農村の魅力や役割を再認識して頂くとともに次世代に引き継ぐため、農村や農
業用施設の保全活動等の必要性への理解と参画をうながすことを目的とし、「長崎の農業・農村写真コ
ンテスト」を実施します。

お 問 合 わ せ 先

審 査 員

・元全日本写真連盟長崎支部長　　　　　　　　　小柳　博康
・長崎県中山間地域等振興対策審査委員会委員　　脇山　順子
・元長崎新聞社論説委員会副委員長　　　　　　　大島　信裕
・長崎県農林部次長　　　　　　　　　　　　　　綾香　直芳
・長崎県土地改良事業団体連合会専務理事　　　　松尾　一郎

審　査　内　容

●応 募 総 数　182 作品（71 名）
●審査会開催日　平成 30 年 9 月 25 日（火）

応　募　要　領

選　評選　評

　長崎県土地改良事業団体連合会
　長崎市大黒町 9 番 17 号
　TEL：095-823-3101
　H P：http://ntr.or.jp/

審査会の様子

長 崎 県 知 事 賞

第11回 長崎の農業・農村写真コンテスト　入賞作品集

●募集部門
　①農業部門　②農村景観部門　③土地改良施設等部門
● 募集期間　
　平成３０年４月１日（金）～８月３１日（金）
● 各　　賞　
　　　　長崎県知事賞　　　　　　　　１点（３万円商品券）
　　　　水土里ネット長崎会長賞　　　１点（２万円商品券）
　　　　部門優秀賞　　　　　　　　　３点（１万円商品券）
　　　　入　　　選　　　　　　　　１０点（３千円商品券）
● 応募規定

〇長崎県内で平成２９年４月１日以降に撮影された、未発表の単写真が対象です。
〇デジタル作品も応募可能ですが、画像加工した作品は応募できません。
〇作品のサイズは四つ切りサイズ(四切、ワイド四切)及びＡ４サイズとします。
〇応募者本人が撮影し著作権を有している作品に限ります。
〇同一作品または類似作品が他の写真コンテストへ応募中または応募予定である場合や、他のコンテストで
　入選した作品の応募はできません。
〇被写体の肖像権などは応募者の責任とします。

第１１回
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　長崎では珍しい「円形分水工」が、時間の経過により時代を
感じさせる色調・色彩となり、秋の自然に溶け込んでいるとこ
ろをうまく捉えた作品である。
　また、分水された水が流れ落ちるところは、農業用水の大切
さを感じさせられる。

　腰の曲がったお婆さんが田植えをしている姿には、深い味わい
がある。
　人間の生きていく事のたくましさと農業に対する想いをうまく
捉えており、思わず頑張ってと声をかけたくなる作品である。

壮快掛け干し 江口　徳郎（大村市）

撮影場所：長崎市神浦下大中尾町

　最近ではあまり見かけなくなった稲の天日干し（ハザ掛け）が見渡すかぎり並んでおり、

タイトル通り壮快な作品となっている。

　棚田百選に選ばれている棚田であるが、ただでさえ大変なのにこれだけの稲を掛ける

事を想像すると、農家のコメに対する想い入れがひしひしと伝わってくる。

　大小の石が丁寧に積み重ねられた石積みは、先人達の農地への深い想いと大変な苦労が覗える。
　その中で、農作業の合間に夫婦がのんびり一服しているほのぼのとした情景は、農村風景のひと時を切り
取った素敵な作品である。

選　評選　評

選　評選　評

選　評選　評

石積棚田の守人

秋色の円形分水槽

選　評選　評

第11回 長崎の農業・農村写真コンテスト　入賞作品集

水土里
ネット長崎会長賞

農村景
観部門優秀賞

緑豊かな自然景観、趣のある
農村風景や棚田や疎水のある
風景、農村に伝わる生活文化・
伝統行事など。

農作業風景や農業体験など。

農業部門優秀賞

人々の暮らしや自然風景に溶
け込んでいる土地改良施設及
び施設の保全活動など。

土地改
良施設等部門優秀賞

田植に精出すお婆ちゃん
撮影場所：長崎市神浦下大中尾町

深堀　武彦（長崎市）

撮影場所：雲仙市小浜町
峯友　恒（大村市）

撮影場所：雲仙市千々石町
江口　徳郎（大村市）

第11回
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第11回 長崎の農業・農村写真コンテスト　入賞作品集

入　　　選 入　　　選

第11回

ファミリー田植え
撮影場所：松浦市福島町

　　　　　　　　　　　　宮崎　金男（宮崎県高鍋町）

「大きなオイモ取れたよ！」
撮影場所：大村市中岳町

　　　　　　　　　　　　　　楠本　邦博（大村市）

トカゲの親子
撮影場所：大村市中岳町

　　　　　　　　　　　　　　　楠本　邦博（大村市）

黎明
撮影場所：諫早市高来町

　　　　　　　　　高尾　愼次（西彼杵郡長与町）

田を潤す水
撮影場所：大村市鬼橋町

　　　　　　　　　　　　　　外田　優（大村市）

棚畑夕景
撮影場所：雲仙市南串山町

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北野　育恵（大村市）　　　　　　　　　　　　　　　

雪中の陽光
撮影場所：雲仙市南串山町

　　　　　　　　　　　　　　井上　克幸（雲仙市）

【農業部門】 【農村景観部門】

【土地改良施設等部門】

緑の絨毯
撮影場所：諫早市高来町

　　　　　　　　　　　　　　小松　賢二郎（長崎市）

元気の秘訣
撮影場所：東彼杵郡波佐見町

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長谷川　裕二（佐世保市）　　　　　　　　　　　　　　　

猛暑は早朝から
撮影場所：島原市三会町

　　　　　　　　　　　　　　　吉田　隆（島原市）
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